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概要AI栄養統括研究室

背景・社会的意義等

目標・令和6年度実績・成果・課題

ポイント

〇 データベース、AI技術を融合し、健康・栄養研究のDXと効率化に貢献
〇 JST/NEDOなどの国策に合わせたプロジェクトへの参画と推進
〇 データやAIモデル共有に基づく、社会ニーズに応じた産学官連携と人材育成の推進
〇 情報科学と生物学・化学・栄養学との異分野融合的な学術基盤を構築

〇 AI技術を利用したデータ解析フロー開発と循環器系疾患の予測に向けた重要指標抽出
〇 健康・栄養と腸内マイクロバイオームの関連解析
〇 代謝モデル、酵素探索技術と予測ツールの開発（NEDO PJ）
〇 産官学連携・共同研究を推進（JST・共創の場PJ）
〇 大規模言語モデル（LLM）を活用した健康食品の安全性情報の抽出

〇 循環器系疾患やフレイル予防・予測に向けた新たな指標の提案
〇 健康・栄養と腸内マイクロバイオームの代謝物の関係性の理解
〇 代謝予測・検索ツール公開による国内外の大学・企業との連携
〇 大規模言語モデル（LLM）を活用した健康食品の相互作用、安全性情報の抽出



概要

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 3

AI栄養統括研究室のミッション

・ 循環器系疾患を中心とした生活習慣病やフレイル等に関わる新たな指標抽出に向けて、マイクロバイ
オーム、栄養・食生活、身体活動、健康食品に関連する各種データについて、生成AI技術の活用やAI・
情報解析技術の開発をもとにデータ解析を実施する

・ 所内外の研究組織、機関と連携して、上記に関する横断的な研究連携・技術的サポートを推進する

AIを活用した健康・栄養研究



概要

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 4

AI栄養統括研究室の研究プロジェクト（令和6年度）

・ 吹田研究データのAI解析と吹田研究NEXTデータの画像解析を中心に、AI技術の開発並びにデータ解析を
実施、生活習慣病・心疾患に関わる重要指標の抽出（JST共創の場）

・ 健康・栄養と腸内細菌に関するデータ解析（共同研究）

・ 代謝モデル、酵素探索技術と予測ツールの開発（NEDO）

・ 大規模言語モデル（LLM）を活用した知識抽出技術を開発する：健康被害データベース（消費者庁事業）

令和６年度の研究実績



成果
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『AI栄養統括研究室』：AI解析フローの開発

吹田研究（循環器病研究センター）について、AI解析フローを構築し、循環器系疾患（脳卒中、冠動脈疾患、心
房細動）に関わる新たな重要指標、リスクスコアを抽出 （Stroke 2024, JCDD 2024)
→ 健都エリアの地域連携と共に疾患予防・予測に向けた新たな指標の提案につながることが期待される。



成果
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『AI栄養統括研究室』：画像データ解析フローの開発

吹田研究NEXT （循環器病研究センター）を利用したAI解析において、特に顔・表情画像と心疾患・認知症の
関連解析を実施
→ AI解析に向けた利用データの拡張

心不全指標（BNP）と顔画像データの相関解析と2次元マッピング



成果
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『AI栄養統括研究室』：腸内細菌ゲノムデータを利用したタンパク構造予測

理研・富岳と連携して、腸内細菌ゲノムにコードされた酵素配列情報を利用した網羅的なタンパク構造予測
(AlphaFold)を実施 （医薬健栄研・理研・京大共同研究）
→ 腸内細菌代謝のより詳細なメカニズム解明が期待される

AlphaFold2によるタンパク質構造の大量推定（約10万配列）による代表的な構造

腸内細菌ゲノムデータの活用



成果
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『AI栄養統括研究室』：健康被害データベースのための知識抽出技術の開発

知識抽出技術の開発：健康被害データベース



今後
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『AI栄養統括研究室』における今後の取組

・ 吹田研究NEXTデータの画像解析を中心に、AI技術の開発並びにデータ解析を実施、生活習慣病・心疾患
に関わる重要指標の抽出を行う（JST共創の場）

・ 健康・栄養と腸内細菌に関するデータ解析を行う（共同研究）

・ 大規模言語モデル（LLM）を活用した知識抽出技術を開発する：健康被害データベース（消費者庁事業）

今後の取組


